
ウ

シ

ホ

ヅ

ジ

ン

ジ

ヤ

ウ

シ

ヤ

マ

ガ

ハ

ラ

牛
山
ゲ
原

源
平
崎
長
記
に

y
ジ
ヤ
潮
祐
耐
制
。

総

氷
二
年
以
月
二
日

『
平
家
は
越
前
酬
を
判
的
出
へ
、

ウ
シ
マ

鵜
島

珠
洲
柑
直
四四
に
印
刷
す
る
部
話
。

一
日記
仙
川
械
を
史
、
府
川
を
先
と
L
て
加
賀
凶
へ
昆
人
一
苫

延
伐
元
年
の
山
上
に
、
『
級
品
村
興
三
共
術
家
、
弘

一
々
、
先
跡
は
安
宅
に
つ
け
ば
、
後
仰
は
禁
断
・橋
立
・

法
大
制
御
人
此
方
、
只
今
迄
九
一口
組
・別
刷
出
依
然
之
。

一
泊
限
鈍
越
熊
坂
山
・
諮
柿
・午
山
令
回
以
ま
で
列
b
た

共
同
泳
に
蚊
尉
不
叩
候
。新
宅
之
分
に
は
蚊
問
中
倣

mo
一
。り
0
』
と
あ
る
、
越
殺
到
三
州
芯
に
こ
の
牛
山
守
限
を

さ
て
此
家
具
か
み
段
々
火
災
せ
し
都
を
大
帥
あ
は
れ
一

一
江
泊
榔
片
山訓
に
近
い
牛
?内山
げ
だ
と
す
る
が
、
加
賀
志

み
、円
起
を
張
む
べ
し
と
て
倣
一
白
制
銀
し
て
典
へ
ら

一
徹
に
は
そ
れ
を
失
考
と
し
て
、
越
前
坂
引
郷
三
凶
か

れ
L
W此
紙
、
し
も
利
氷
の
撲
に
引
の
出
刊
さ
す
舵
ま
で
ら
古
田
附
に
す
一
る
午
山
村
で
あ
る
と
し
て
阿
る
。
後
設

も
水
常
木
か
な
。
』
と
あ
る
。

一
が
是
で
あ
ら
う
。

ウ
ジ
マ

鰯
島

臥
京
川
一八
水
郷
之
内
大
出
正
に

一

ウ
シ
ロ
カ
ハ
ラ
マ
チ

後
河
原
町

J
カ
山

一フ
マ

邸
す
る
郊
古
川
。

一
チ
河
以
町
。

ウ
シ
マ
サ
ン
ガ

純
島
三
箇

味
洲
市
斜
丸

・
制

ウ
シ
ロ
生
エ

後
谷
臥
京
郷
久
川
の
内
の
小
宰
o

m
-宗玄
は
、
元
利
二
年
鵜
応
の

一
一
府
中
」
分
別
L
た
F

ウ
シ
ロ
ダ
ニ

後
谷

石
川
端
也
被
正
に
邸
す
る

も
の
だ
と
い
ひ
、
そ
の
地
域
錯
綜
し
て
甚
だ
曲
折
別
L
一
部
前
O

改
作
所
都
記
に
、
元
顧
十
一

年
出
且
金
裸
の

錐
い
。
凶
っ
て
級
品

=
簡
と
も
総
判
明
す
る
o
能
資
名

一
昨川
即
席
民
訴
兵
衛
が
、
後
谷
村
領
松
色
と
い
ふ
所
を
試

跡
芯
に
、
『
斡
ぬ
一
ニ
ヶ
加
と
い
う
て
捕
似
ひ
あ
0
0
地…

一
銅
L
た
け
れ
ど
も
、
か
ね
弦
が
見
え
な
か
っ
た
録
、

丸
村
・矧
品
村
・翠
1
村
也
一
z
t
級
品
一
=
ヶ
に
て
家

一
一
ヶ師
J

が
り
で
政
一
挺
し
た
と
早
し
て
あ
る
。

三
川
削
除
あ
り
。
村
の
い
い
刊
さ
二
十
川
倣
な
b
o』
と
記

-

ウ
シ
ロ
テ
ン
マ
マ
チ

後
惇
馬
町

金
制
伸
の
沼
町

す
る
。

一
れ
で
、
今
の
市
古
川
WM
川
で
あ
る
。
元
肱
九
年
地
子
町

ウ
シ
マ
J
h
F
キ

箱
詰
の
滋

味
洲
柑
鵜
山
仰
を
統

一
肝
即
刻
昨
仰
に
、
日間州問川内町
・後
川
田
川
河
川
と
見
え
る
。

れ
る
川
氏
川
の
上
椛
に
あ
る
。
能
円
切
れ
跡
芯
に
、
『
此

ウ
シ
ロ
バ
h
F

後向田

拠
品
川
矢
川
郷
に
邸
す
る

川
上
に
大
都
と
い
」
揃
あ
り
。
此
加
の
不
動
説
駿
あ

沼町問。

。
。
此
硝
刷
出
深
き
こ
と
限
な
L
。
共
卜
一
諸
木
却
は
む
物

-

ウ
シ
ロ
マ
チ
後
町

金
持
の
萄
町
名
。
本
願
寺

す
ご
き
腕
な
b
o
近
細
川
の
雨
乞
は
此
制
に
て
す
る

一
文
湖
水
政
イ
年
九
且
H
V
五
日
の
麹
釜
山
町
抽
出
紋
に
、
金

也
O
』
と
あ
る
が
、
今
は
水
口
も
な
〈
・
樹
木
も却
はら

一
印
後
川
山
断
新
凶
郎
と
あ
る
を
初
見
と
す
る
。
御
城

な
い
。

一
後
川
と
掛
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
あ
る
。
純
白
は
定
か

ウ
シ
マ
ル
シ
ン
ザ
エ
モ
ン

牛
回
新
左
衛
門

御

一
で
な
い
が
、
金制作
市
総
芯
に
は
今
の
胎
山
前
駐
と
城

お
問
中
日
小
賄
・
御
問
所
執
鉱
と
な
っ
て
七
十
一
七
を
文

郊
の
巾
川
と

L
て
あ
る
。

け
、
後
二
十
石
を
加
へ
、
文
化
三
年
制
外
に
列
L
、

ウ

シ

ロ

ヤ

マ

後

山

=里=
I勾 拍
。?場

ン ，。

ホ
・，y
ガ
虫

潮
津
湾

シ
ホ

ツ
ガ
タ

湖
津
神
社

ー
シ
ホ
ツ
ジ

ウ
シ
l

ウ
タ

一
十
年
に
盟
。
子
孫
相
飼
い
で
務
に
仕
へ
た
。

調
雄

一

ウ
シ
ヤ
ジ
牛
屋
地

図
主
却
制
和
住
の
内
の
小

一
字。

臨
ぬ
州
仙
の
沼
郡
古
川
tn
。
正

保
・
寛
文
・貞
享
の
高
辻
憾
に
笹
山
村
と
あ
る
が
、
元

肢
の
郷
村
名
義
抄
に
は
、
此
の
村
は
能
官
邸
下
村
・

上
村
の
高
と

一
所
に
な
っ
た
鈴
、
今
は
な
い
と
記

L

て
ゐ
る
。
裂
に
能
管
部
下
・上
二
村
の
技
村
に
後
山

分
と
な
っ

て
ゐ
る
も
の
是
で
あ
る
。

ウ
ス
イ
ケ
臼
池

鹿
島
郡
佐
昧
の
内
の
小
手。

ウ
ス
ガ
ミ
ネ
臼
ヶ
峰

羽
咋
郡
印刷
司
原
の
東
方

凶
境
に
在
っ
て
、
丘
陵
の
上
部
直
に
尚
く
、
そ
の
形

悶
の
如
き
を
以
て
名
を
得
た
。
高
さ
二
六
六
米
。
そ

の
箆
を
過
ぎ
て
位
中
氷
見
に

赴
く
遊
を
臼
伊
的
経
と

い
」
。ウ

ス
ダ
コ
ウ
臼
田
香

芋
は
升
寂
。
竹
老
・
泌

山
V
へは
m
岡
山
と
脱
す
る
。
柴
泌
の
人
。

伊
醗
仁
部
の

門
に
遊
び
、
古
田
引
を
俗
す
こ
と
十
有
依
年
。
裂
朱
を

排

L
、
但
柿
慨
を
斥
け
、
最
も
能
〈
諭
怖
を
談
じ
た
。

仲
間
て
金
制
仲
に
来
町
し
、
深
山
安
良
等
と
風
交
が
あ
っ

た
。
者
容
に
論

m
m諭
が
あ
る
。

ウ
ス
ヰ
シ
チ
ベ
エ
臼
井
七
兵
衛
初
め
て
百
五

十
石
を
受
け
て
御
府
組
に
獲
し
、
開H
永
六
年
波
。

子

孫
相
継
い
で
滞
に
仕
へ
た
。

ウ
ス
ヰ
ジ
ロ
ザ
ヱ
モ
ン

碓
井
治
郎
左
衛
門

前

は
顕
古
。
幼
名
直
音
。
梅
磁
・
治
堂
・税
金
・
鑑
味
脚
州

の
奴
が
あ
る
。
越
中
今
石
動
中
屋
町
新
平
次
の
弟
で
、

文
政
元
年
十
九
哉
の
時
、
石
川
榔
的
来
米
箆
学
右
衛

門
の

嗣
子
と
な
っ
た
。
阪
に

L
て
笈
を
京一
附
に
以

ひ
、
悼m
伺
破
防
の
門
に
入
台
、
研
鋭
敏
年
の
後
郷
に

鴎
り
、
家
殺
を
綴
い
で
組
合
顕
・算
用
問
・山
廻
役
臨
す

の
胞
に
従
っ
た
。
治
郎
左
術
門
誌
性
制
限
、
mMに
志

士
文
人
を
そ
の
家
に
宿
泊
せ
し
め
、
又川叫日正
の
志
を

抱
き
、
文
久
・元
治
の
交
民
京
附
の
形
勢
を
明
端
、
山
お

に
信
態
を
往
復
し
た
が
、
そ
の
外
側
に
漏
れ
る
を
恐

れ
て
多
〈
之
を
縦
い
た
。
明
治
元
年
十
二
且
十
五
日

夜
、
手
年
六
十
九
。
後
大
正
十
三
年
二
且
十
一

日
従

五
位
を
謡曲叩
せ
白
れ
た
2
圭
の
俳
諮
に
到
す
る
著
E
J
一

題
勾
要
訣
・作
法
製
法

文
護
が
あ
る
。

ウ
ス
ヰ
ノ
リ
ナ
リ
臼
弁
窓
成

加
賀
滞
士
で
、

敵
地
に
芯
際
〈
、
判十の
u
屈
と
放
し
た
。
地
間
約
の
袋
、

金
制
作
自
髭
訓
枇
献
詠
合
の
宗
一
昨
と
な
り
、
門
λ
が
多

か
っ
た
。
明
治
十
九
年
十
対
二
日
夜
。

一刊
す
所
に
新

宮
路
併
が
あ
る
。

ウ
ス
ヰ
パ
イ
カ

森
井
穏
下

金
制
仰
の
制
人
。
も

と
足
艇
で
あ
っ
た
が
、
後
に
制
服
と
な
っ
た
。
明
治

十
四
年
三
且
浅
野
髭
枯
洲
に
綴
い
で
栴
U
腔
二
代
を

出
剛
山
し
、
H
一
年
九
H
凶
H
裂
し
た
。
苧
年
一千
討
。

ウ
ス
ヰ
パ
イ
シ
碓
井
梅
枝

石

川

端
的
飛
の
制

人
。
梅
夫
の
子
で
、
文
政
四
年
正
且
九
“
波
し
た
。

凶

Tb-
pr目M
、
L
r
」、。

ヱ
z
a
-
J
4
J
J

ウ
ス
ヰ
パ
イ
ド
ウ

碓
弁
梅
堂

石
川
川
的
耐用の

俳
人
。
梅
制
碓
訓
治
郎
左
衛
門
の
義
嗣
子
で
、
前
を

樹
木
と
い
ひ
、
明
治
出
年
六
月
半
年
四
十
七
を
U
て

閉
山
し
た
。

ウ
ス
ヰ
パ
イ
フ

碓
井
梅
夫

石
川
端
的
来
の
側

人
。
逝
椛
を
米
出
血
県
三
兵
衛
と
い
ひ
、
向
を
巾
山
家
と

い
う
た
。
安
永
四
年一
止
対
十
八
日
夜
、
平
年
七
十
。

ウ
ス
ヰ
ヤ
ス
ザ
エ
モ
ン
臼
井
安
左
衛
門
小
字

は
氏
。
館
前
の
人
。
父
は
源
共
街
。
初
め
佐
久
間
安

次
に
仕

へ
、
後
に
向
山
川
定
古
口
に
臼
へ
た
。
天
一
止
イ

一

年
末
森
の
役
に
削
附
し
て
功
を
1Y
て
、
利
説
よ
打
開
』

吹
を
州
仰
は
b
.
後
今
石
動
械
中
.
前
川
V
A
次
郎
利
努
に

仕
へ
、
利
秀
の
夜
後
利
M
N
に
山田
L
、
四
一内
偵
を
賜
は

h
旬、

府
組
組
と
な
っ
た
。
丘
永-
十
六
年
間

Hnmom

八
十
五
六
。
子
孫
第
七
附
尚
之
助
の
時
文
政
十

一
作

品
脚
三
の
一
巾
耶
附
し
て
断
紛
し
た
。

ウ
セ
ツ
字
出
津

J
ウ
シ
ツ
字
削
却
。

ウ
hm
ウ
ラ

歌
占

降
山
の
名
。
捌
此
枇
阿
誠
元

前
の
作
。
伊
勢
凶
二
昆
捕
の
制
限
度
合
の
拡
が
、
加

七


